
整理番号

【
一

日

目
】

１時限目

令
和
七
年
度

一
般
選
抜
問
題

一
期

【
一
日
目
】

国

語

【

試
験
時
間

午
前
十
時

～

午
前
十
一
時

】

注

意

事

項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

二
、
国
語
の
問
題
は
一
ペ
ー
ジ
か
ら
十
三
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。

三
、
解
答
用
紙
は
一
枚
で
す
。

四
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
落
丁

（
ペ
ー
ジ
の
脱
落
）・
乱
丁
（
ペ
ー
ジ
の
乱
れ
）
に
気
付
い
た
場
合
は
、

手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。

五
、
問
題
冊
子
の
余
白
等
は
自
由
に
利
用
し
て
よ
い
が
、
ど
の
ペ
ー
ジ

も
切
り
離
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

六
、
試
験
時
間
は
六
十
分
で
す
。

七
、
受
験
番
号
と
氏
名
は
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄
に
記
入
し
な

さ
い
。

八
、
解
答
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

九
、
必
要
以
外
の
こ
と
を
解
答
用
紙
に
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

十
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
り
な
さ
い
。

            



次
の
文
章
は
、
今
井
悠
介
『
体
験
格
差
』
の
一
部
分
で
あ
る
（
た
だ
し
、
少
し
書
き
換
え
た
）。
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

�

（
五
十
点
）

イロ
ハ

一

―  1 ―



①

Ａ

②

ニ

Ⅰ
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③④

⑤

ホ

、

Ⅱ

Ｂ

�

（
今
井
悠
介
『
体
験
格
差
』
よ
り
）
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問
一

傍
線
部
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

問
二

空
欄

イ

～

ホ

に
当
て
は
ま
る
語
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
、
使
用
は

一
度
の
み
）
。

ａ

最
後
に

ｂ

例
え
ば

ｃ

で
は

ｄ

逆
に
言
え
ば

ｅ

ま
ず

問
三

傍
線
部
Ａ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
本
文
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
具
体
例
を
二
つ

抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
例
１
は
二
十
九
字
、
例
２
は
四
十
字
と
す
る
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
四

空
欄

Ⅰ

に
は
ど
の
よ
う
な
表
現
が
入
る
か
。
当
て
は
ま
る
表
現
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
八
字
で
書
き
な
さ
い
（
句
読
点

も
一
字
に
数
え
る
）
。

問
五

空
欄

Ⅱ

に
は
ど
の
よ
う
な
表
現
が
入
る
か
。
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

保
護
者
が
そ
の
お
金
を
払
え
る
の
な
ら
ば

ｂ

保
護
者
が
そ
の
「
体
験
」
の
経
験
者
な
ら
ば

ｃ

保
護
者
に
よ
る
送
迎
が
可
能
な
ら
ば

ｄ

保
護
者
が
活
動
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
の
な
ら
ば

ｅ

保
護
者
が
ル
ー
ル
に
従
え
る
の
な
ら
ば

問
六

傍
線
部
Ｂ
「

」
と
あ
る
が
、
筆
者
の
主
張
と
一
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
提
案

は
ど
れ
か
。
次
の
中
か
ら
全
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

自
ら
の
努
力
で
大
人
に
な
っ
て
か
ら
「
体
験
」
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
の
体
験
談
を
集
め
て
公
開
す
る
。

ｂ

安
価
に
「
体
験
」
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
公
民
館
や
市
立
の
体
育
館
な
ど
公
共
施
設
を
維
持
活
用
す
る
。

ｃ

「
体
験
」
の
場
の
提
供
者
の
情
報
を
集
め
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
紹
介
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
。

ｄ

子
ど
も
自
ら
が
や
り
た
い
こ
と
を
選
べ
る
よ
う
に
、
行
政
な
ど
が
子
ど
も
や
保
護
者
へ
「
体
験
」
の
費
用
を
直
接
的
に
補
助
す
る
。

ｅ

調
査
に
よ
っ
て
体
験
格
差
の
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、今
後
は
調
査
を
終
了
し
、「
体
験
」
の
場
の
提
供
だ
け
に
注
力
す
る
。
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問
七

二
重
傍
線
部
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を

用
い
て
百
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
八

左
の

表

と

グ
ラ
フ
１

～

グ
ラ
フ
３

は
、
本
文
と
は
別
の
箇
所
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
左
の
文
章
は
、
こ
れ
ら

の
表
と
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
た
文
章
で
あ
る
。
空
欄

①

～

④

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
ａ
～
ｉ
か
ら
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
、
同
じ
番
号
に
は
同
じ
記
号
が
入
る
）。

ａ

地
方

ｂ

都
市
部

ｃ

居
住
地

ｄ

世
帯
年
収

ｅ

親
の
学
歴

ｆ

文
化
的
体
験

ｇ

自
然
体
験

ｈ

平
日

ｉ

休
日

左
の

表

と

グ
ラ
フ
１

～

グ
ラ
フ
３

は
、
筆
者
が
「
体
験
格
差
」
の
全
国
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
調
査
対
象
と
な
っ
た
「
体
験
」
の
範
囲
は
、

表

に
示
さ
れ
て
い
る
。

グ
ラ
フ
１

の
「
放
課
後
の
体
験
の
参
加
率
」
に
よ
る

と
、

①

が
高
い
世
帯
の
子
ど
も
ほ
ど
参
加
率
が
高
か
っ
た
。

グ
ラ
フ
２

で
は
、

②

よ
り

③

の
方
が
体
験

へ
の
参
加
率
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
体
験
」
の
う
ち
、

④

に
つ
い
て
は
、
直
感
的
に
は

③

よ
り

②

の
ほ
う
が
、
参
加
率
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
が
、
調
査
結
果
に
よ
る
と
結
果
は
反
対
で
あ
っ
た
。

グ
ラ
フ
３

に
よ
る
と
、

④

に
お
い
て
も
参
加
率
を
左
右
す
る
の
は

①

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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次
の
文
章
は
、
岡
嶋
裕
史
『
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
全
貌

何
が
す
ご
く
て
、
何
が
危
険
な
の
か
？
』
の
一
部
分
で
あ
る
（
た
だ
し
、
少
し

書
き
換
え
た
）
。
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
五
十
点
）

�

①

Ａ

Ｂ

二
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②
イ

③

Ⅰ
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ロ

、

ハ
④

ニ

Ｃ
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⑤

Ⅱ

ホ

Ｄ

�

（
岡
嶋
裕
史
『
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
全
貌

何
が
す
ご
く
て
、
何
が
危
険
な
の
か
？
』
よ
り
）
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問
一

傍
線
部
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

空
欄

イ

～

ホ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
使
用
は
一

度
の
み
）
。

ａ

少
な
く
と
も

ｂ

む
し
ろ

ｃ

ち
な
み
に

ｄ

あ
ま
り
に

ｅ

ほ
ぼ

問
三

空
欄

Ⅰ

と

Ⅱ

に
適
す
る
表
現
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ⅰ

ａ

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

ｂ

虎
の
威
を
借
る
狐

ｃ

大
山
鳴
動
し
て
鼠
一
匹

ｄ

巨
人
の
肩
に
乗
る

ｅ

弘
法
も
筆
の
誤
り

Ⅱ

ａ

百
戦
錬
磨

ｂ

馬
耳
東
風

ｃ

百
花
繚
乱

ｄ

風
光
明
媚

ｅ

一
蓮
托
生

問
四

傍
線
部
Ａ
「

」
と
あ
る
が
、「

」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
二
十
字
以
内
で
説
明

し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
五

傍
線
部
Ｂ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
の
例
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

生
成
系
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
、
と
ん
で
も
な
い
大
嘘
の
自
分
の
紹
介
。

ｂ

生
成
系
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
、
ど
の
記
者
が
書
い
た
か
わ
か
ら
な
い
記
事
。

ｃ

生
成
系
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
、
作
曲
家
Ｙ
よ
り
素
晴
ら
し
い
Ｙ
風
の
曲
。

ｄ

生
成
系
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
、
画
家
ド
ガ
っ
ぽ
い
ド
ガ
風
の
絵
画
。

ｅ

生
成
系
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
。

問
六

傍
線
部
Ｃ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用

い
て
六
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
七

傍
線
部
Ｄ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い

て
五
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。
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問
八

本
文
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
教
師
か
ら
次
の
【
資
料
】
が
配
付
さ
れ
た
。
以
下
は
【
資
料
】
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
教
師
と
生
徒

の
対
話
で
あ
る
。
空
欄

①

～

③

に
適
す
る
表
現
を
、
本
文
及
び
【
資
料
】
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
五
字
で
抜
き
出
し
て

書
き
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

【
資
料
】

�

（
北
海
道
新
聞
（
二
〇
二
四
年
七
月
二
十
三
日
付
）「
疑
問

こ
こ
が
知
り
た
い
」
よ
り
一
部
抜
粋
）

教

師

こ
の
記
事
は
、
ク
リ
プ
ト
ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
社
長
の
伊
藤
博
之
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
構
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。
Ａ
Ｉ
全
般
に
関
す
る
岡
嶋
裕
史
氏
と
伊
藤
博
之
氏
と
の
考
え
方
を
整
理
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

生
徒
Ａ

音
楽
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
の
生
成
す
る
楽
曲
は
、
両
氏
と
も
に
、
現
時
点
で
は

①

は
な
い
と
い
う
認
識
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で
す
ね
。

生
徒
Ｂ

た
だ
し
、
伊
藤
氏
は
、
収
益
が
得
ら
れ
れ
ば
そ
の
一
部
は
権
利
者
に
返
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
欧
米
の
説
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
岡
嶋
氏
も
、学
習
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
貢
献
度
に
応
じ
て
使
用
料
が
支
払
わ
れ
る
し
く
み
を
整
備
す
べ
き
、
と
言
っ

て
い
ま
す
。

生
徒
Ｃ

い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
際
し
て
は
、
そ
の
弊
害
を
認
識
し
た
う
え
で
伊
藤
氏
の
言
う
「

②

」
と
い
う
主
張
は
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
岡
嶋
氏
が
「

③

」
と
い

う
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
に
も
大
い
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

教

師

こ
れ
か
ら
も
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
や
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
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